
隅田公園・隅田川河岸施設
（東京ミズマチ・すみだリバーウォーク）

東京都墨田区

｜ケース・スタディ Case Study｜

　隅田公園は東京都墨田区に所在している公園で、毎年夏に

は隅田川花火大会の開催場所にもなっている。

　北十間川と隅田川の合流地点で水路に挟まれた環境を持っ

ているが、公園の南側を東西に走る東武鉄道の高架が従前は

北十間川との隔たりを生み出しており、また隅田川側とも幹線

道路にて断絶が見られた。加えて隅田川を挟んで対岸の浅草

とはここから500m程度の橋まで歩く必要がありここにも空間

的断絶があった。

　2020年になって隅田公園と連携する形で北十間川の川沿い

で景観改善が始まり親水テラスとして整備された。これにあわ

せて東武鉄道の高架下空間を新たに商業施設として開発を行

い、東京ミズマチとして同年に開業された。加えてこのエリア

の特徴である、すみだリバーウォークが開発されることによって

隅田川の歩行者アクセスが確保され、東側の東京スカイツリー

タウン方面から浅草エリアまでつながる東西軸の歩行者動線が

河川沿いで確立された。

　すみだリバーウォークは既存の鉄道高架路線に新たに付加す

る形で設けられた歩行者専用道路であり、単に東西軸の動線

を強化するだけではなく、鉄道が歩いているすぐ上を走ってい

くという他では見られない特殊な体験をつくりだすことで歩く楽

しさという側面にも魅力がみられる。

　隅田公園のエリア内においても広場空間や児童遊園からラン

ニングやウォーキングに適したパス、景勝の桜並木や神社、釣

り堀まで都心では珍しい実に多様な楽しみ方が混在したものに

なっており、東京ミズマチの多様な店舗と合わせて様々な層の

アクティビティを促進する舞台となっている。

03 シークエンス 

河川沿いの軸線を連続的に
演出（図２）

02 アーバン・ファニチュア 
06 アフォーダンス

河川沿いの広い空間に
ベンチを設けたり、店舗が
テラス席を出す（図 3）

01 リンクとプレイス
公園と鉄道高架の間の道路
の歩行者動線化（図 1）

10多様な交通モードの
共存
レンタサイクルや電動
キックボードの導入

04 行動をサポートする
案内サイン
東京スカイツリーへの導き
を担うサイン（図 5）

27 柔軟に使える余白
日常的な個人のスポーツや、
花火大会などの大規模な
イベントまで行う（図 4）

23 身近な緑の保全・創出
グリーンインフラに加えて
ブルーインフラを確保し
多様な自然環境を充実する

25 サードプレイス
宿泊やカフェ、ヨガなどを
楽しむ交流施設（図 6）

特に注釈がない限り、写真は筆者撮影。

隅田公園・東京ミズマチ周辺地図（地理院地図より）
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図 1 歩行者専用道の整備による安全な河川との繋がりを強化 図 4 様々なアクティビティを各々が行うだけの十分なオープンスペース

図 2 隅田川の鉄道高架に付加された「すみだリバーウォーク」 図 5 東京スカイツリーはじめ近隣施設との繋がりを強化する案内サイン

図 3 北十間川沿いにゆとりのある空間と滞留のきっかけが設けられる 図 6 コミュニティ型ホステルをはじめカフェやジムなどが充実する東京ミズマチ
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